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【研究成果の概要】 （ 文 字 の 大 き さ 9 ポ イ ン ト ・ 字 数 800 字 ～ 1600 字 程 度 ）  

○ 目 的  

現 在 ， 国 は デ ジタ ル 教科 書 の 導 入 を 進め る にあ た り ， 文 部 科学 省 や総 務 省 な ど が ，情 報 通信

技 術 を 活 用 し た効 果 につ い て 検 証 授 業を 実 施し て い る 。 し かし ， これ ら の 調 査 は 基本 的 に既 存

の 検 定 教 科 書（以 降 ，教科 書 と 略 す ）のあ る 教科 に つ い て 実 施さ れ てい る も の で あ る。つ まり ，

小 学 校 体 育 実 技に は 教科 書 が な い た め， こ の検 証 授 業 の 対 象に は なっ て い な い 。  

そ こ で ，デ ジタ ル 教 科書 の 代 替 資 料 とし て 筆者 の 作 成 し た 器械 運 動ア プ リ（ 2013 年 4 月 4 日

か ら 無 料 ダ ウ ンロ ー ド開 始 ） を 器 械 運動 の 単元 で 活 用 し て ，子 ど もた ち の 学 習 効 果の 分 析を 行

い ， 効 果 的 な 器械 運 動ア プ リ の 活 用 方法 を 導き 出 す 。 そ し て， そ の活 用 方 法 を デ ジタ ル マニ ュ

ア ル 化 す る こ とで ， 器械 運 動 の 苦 手 な教 員 や子 ど も が 積 極 的に 授 業に 関 わ る こ と がで き ると 考

え 本 研 究 を 行 った 。  

○ 研 究 方 法  

公 立 小 学 校 1 校 の 4 年 生 3 ク ラ ス に お い て ， iPad を 活 用 し て マ ッ ト（ 6 次 ），跳 び 箱（ 7 次 ），

鉄 棒（ 6 次 ）の 3 種 目 を 実 施 し ，ク ラ ス 担 任（ 3 名 ）お よ び 学 習 者（ 92 名 ）に iPad を 活 用 し た

授 業 に 関 す る アン ケ ート 調 査 を 行 う。な お ，ア ン ケ ー ト の 質問 項 目は ，教 員 の 場合「 iPad の 操

作 に 関 す る 質 問 」「 技 の指 導 に 関 す る 質問 」「 iPad を 活 用 す る 効 果 に 関す る 質 問 」の 3 つ の カテ

ゴ リ ー か ら 計 10 項 目 。学 習 者 は「 技能 」「 態 度」「 思 考・判 断 」「 iPad を 使 っ た 感 想」の 4 つ の

カ テ ゴ リ ー か ら 計 12 項目 を 設 定 し た 。  

○ 授 業 で の iPad の 活 用の 仕 方  

授 業 で の iPad の 活 用 方法 は ，A～ C パ タ ーン に分 け た 。A は 授 業時 間 中，い つ で も見 本 映 像 と

学 習 者 自 身 を 撮っ て 見る こ と が で き る（ iPad の 特 性 的 活 用 ）。B は 見本 の 映 像 の み 見る こ とが で

き る（ CD や DVD 的 活 用 ）。C は 学 習 者 自 身を 撮 って 見 る こ と が でき る（デジ タ ル カ メ ラ 的活 用 ）。 

○ 結 果 と 考 察  

教 員 は「 iPad を 活 用する 効 果 」に 関し て は ，事 前 ア ン ケ ー トの 段 階で ，効 果 が ある 傾 向 がみ

ら れ ，iPad を 授 業 で 活用 す る 期 待 の 大き い こと が わ か っ た 。そ の他の「 iPad の 操 作 」と「 技 の

指 導 」 の 関 し ては ， 授業 で iPad を 活 用 し て いく こ と で 不 安 が解 消 され る 傾 向 が み られ た 。  

学 習 者 に つ い ては ， 質問 す べ て に お いて ， iPad の 活 用 に 関 し て 高 く評価 し て い た 。 しか し ，

こ れ は 器 械 運 動が 得 意・ 不 得 意 が 混 在し た 分析 の 結 果 で あ る。 こ の結 果 を も と に 器械 運 動の 不

得 意 な 学 習 者 に焦 点 を当 て て 分 析 （ Χ二 乗 検定 ： IBM SPSS Statistics 21） し たと こ ろ ，「 iPad

で 練 習 方 法 を 見て ，場の 作 り 方 は わ かり ま した か（ 思 考・判 断 ）」「 iPad を 活 用 す る こ と で，友

達 同 士 で 教 え 合い が 増え ま し た か（態 度 ）」「 iPad で 見 本 の 技 を 見 るとこ と は ，参 考に な り まし

た か（ 思 考・判 断 ）」の 3 項 目 の み 有 意 差 が あり，器 械 運 動 の 不得 意 な学 習 者 で も 3 つ の 項 目に

関 し て ， iPad を 活 用 する 効 果 の あ る こと が 明ら か に な っ た 。そ の 他の 8 項 目 に 関 し て は ，器械

運 動 が 得 意 ・ 不得 意 関係 な く 効 果 的 ，あ る いは 器 械 運 動 の 得意 な 学習 者 に 限 り 効 果的 で ある こ

と が 明 ら か に なっ た 。つま り ，学 習 者 全体 で み ると iPad を 活 用 す る こ とで 効 果 的 な 学 習が 期 待

で き る が ，器 械運 動 の 得意 で な い 学 習 者に 関 して は ，単 に iPad を 活 用し た だ け で は 技能 向 上が

困 難 で あ る こ とが わ かっ た 。し か し ，技 の 学 習を す る 上 で 大 切な 技 のポ イ ン ト 情 報 や練 習 方法 ，

教 え 合 い に 関 して ， iPad を 活 用 す る こ と に よって 学 習 者 自 身 で知 る こと が で き ，今ま で に ない

学 習 環 境 を 作 るこ と が可 能 に な っ た 。  

ま た ，上 述 し た新 し い 学習 環 境 が 作 ら れた 器 械運 動 の 授 業 で の iPad の活 用 方 法（ 器 械運 動 ア

プ リ を 活 用）を ビ デ オに収 録 し ，はじ め て iPad を 活 用 し て 授 業を 実 施す る 教 員 に も，授 業 展開

の 仕 方 が わ か りや す いよ う に 単 元 計 画を ベ ース に iPad 活 用 マ ニ ュ アル を デ ジ タ ル 化し た （ DVD

で 提 出 ）。  
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